
kriyavi岳esanaについて

小　　川　　英　Ill-

0. pata員jaliはK云ty云yanaが提案する文の定義vt. 9 ad P2. 1. 1.を補足してkri・

y瓦vi嘉e寧a甲とakhy云ta (tinanta)から成る連鎖をも文として認められるべきこと

を述べ,次のような例を挙げている。

susthu pacati du亨thu pacati

p叫iniは(susthu)等のテクニカルにkriy云vise寧叩aと呼ばれるものの語形に

ついて特別の規定をもうけていない　G. Cardona教授は"Indian Grammarians orュ

Adverbs" (Festschrift Kahane 1973)で,上記のようなkriy元vi孟e寧agaを含む連

鎖の派生に関し,その解釈可能性をさぐっている。それによれば-,

(A) vibhaktipratir己pakanipataとみなしavyayaの範時で説明する.

(B) dvitlyえntaとして説明するo　この場合dvitly盃導入に関し, (1)直接的に規

則を定める　Ex. Hemacandra2. 2. 41 kriy云vi昌C等叫云t。 (2) P2. 3. 2 karmani dvitly亘

を適用するOそしてkarmasamj丘豆_の通用に関しては, a特別の規則によって

kriy云vi岩e亨apaが統語論的にkarmanとして分類されることを規定する　Ex. kriya-

vigesanaparibh云申(b) PI. 4. 49 kartur lpsitatamam karmaに基づき意味論的に

karmanと呼ばれるに適しいものとみなす。

本稿は, N云ge邑aが(A), (B)以外の第三の可能性を提案していることを紹介し,

その第三の可能性が㈲12ト(b)からの論理的必然であることを明らかにするO　_

1. (B)はkriy豆vi岩esanaをk云rakaの範時で説明しようとするものである(a)も

またP叫iniのk云raka体系に合致する。

Paribh云串: kriy云vi毎ap云n云血karmatvaih napurhsakalingata ca 〔Slradeva 54,

Haribh五skara 56. Nilakanfhadlk亨ita 134は単数の数規定を加えるム〕

このParibha串のkarman規定を示唆するもの(j員apaka)は　P4. 4. 28 tat pra-

tyanup缶rvam lpalomakulam [vartate←p4. 4. 27, thak-P4. 4. 1〕中のdvitlyantaと

しての"tat"である,というのが伝統的解釈である〔cf. K云;ik亘ad P4. 4. 28〕o

taddhitaprakaranaで使用される代名詞(tad)はsamarthavibhaktiを表わすo当

該規則では"tat"はdvitly.豆で終る統語項目を表わしている〔cp. P4. 1. 92 tasy云I

patyam : tasva一等asthyanta "upagoh'つ　pratipam vartate- (pratlpa+am) +thak-
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(29)　　　　　　　　　kriy云vi去e亨ana K.ついて(小　川)

pr五t王pika。ところでVvrtはakarmakadh五tuである。にもかかわらず, dvitlyanta

の後に"varte　の意味吏thak導入を規定しているItいうことは, (pratlpa)等

のkriy豆vi毎apaがkarmanとみなされる,ということを示唆すると考えるの

である。

このParibh和えは実際にはえdh亘raであるものに関L karmasarhj員丘を規定す

るPI. 4. 46 adhi孟insth豆S豆m karmaとパラレルである。すなわち, P叫iniの文

法体系ではk云rakaは純粋に意味論的な概念ではない。こうして現Paribh豆串も

Paniniのk丘raka体系からして十分に容認される〔cf. LM 1301 : karmatvam vy丘ka.

ranaねstrebodhitakarmasamj員akatvam,,この点に関し, R. Gombrich氏のCardona批判は

氏のk云raka概念の無理解に基づく。 `‥He cooks softly': Adverbs in Sanskrit Grammar",

BSOAS, Vol. XLII, pt. 2, p. 252, II. 5-8Jo

しかしながら, kriy,云vi毎agaに関する　karmasarhi員云規定,さらには性・数規

定も既存の文法体系から直接正当化し得るならば,現Paribh哀串を要請する必要

月msst

2. (b)においては, vi嘉e寧yaS五m盃n豆dhikaranya (vi岳esyaとの同一指示性)が重要

*miを児す。

p叫iniの文法体系では, vi岳e声ya　として機能する　dravyavacana (名詞)と

vi占e声叩aとして機能するgunavacana (形容詞)の一致(concord)に関する規定

はない。次の連鎖を見よ。

kata血karoti bh王事mam

この連鎖ではvi占e寧yaである(kata)とそれに対しvi昌e寧叩aである(bhlsma)

には同一の格語尾が後続する　Patanjaliは,この連鎖におけるvi点e寧aDaである

(bhlsma)の後のdvitly云導入に関し,次の提案をしているo

Bh. ad P2. 3. 1 : atha　丘kaをa eva karma tat云五m丘n云dhikarany云d bhlsm云dibhyo

dvit王y丘bhavi亭yati 〔cf. Cardona, ibid., p. 86〕

vi貞甲yaの指示する物がkarmanである時,それとの同一指示性からvi嘉e寧叩a

にもP2. 3. 2が適用されるのである〔Uddyota: phal云昌rayatvadivat tat (-vi毎ya)-

saman盃dhikaranatvam api vibhaktyutpattau niyamakam. phal豆孟rayatvaは後述〕。

さてvi嘉e甲yaS云m豆n豆dhikaranyaの論理によってkriy瓦vi貞e声叩aにdvitiy互を

正当化するためには, vi毎yaであるkriy亘そのものにいかにしてkarmasarhj員豆

が適用され得るかが問題となる。

すでにPatanjaliはkriy丘にもPI. 4. 49に基づきkarmasa血j員豆が適用され・
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kriyavi昌e冒apaにつy、_て(小　川)

.得ることを述べている。.

(30)

Bh. ad PI. 4. 32 : kriy豆pi kriyayepsitatama. bhavati. kaya kriyay丘, sandar孟anakri-

yay五V己, pr云rthayatikriyay豆va, adhyavasyatikriyay豆V豆・

これは,思慮,意欲,決意等の心的活動がいかなる行為の実践にも先行する,

という考えに基づいている〔cf. Cardona; ibid., pp. -89〕占

意味論の発展は,このPatanjaliの試みの線上で, kriy云-のkarmasarhj員豆適

用の可能性を拡大した。

2. 1 kriy豆とはdh云tvarthaに他ならない〔LM 544:占arvak云rak云rak叫五m dhえtva-

rthe 'nvayah. ayam eva ca kriy丘〕.そしてまたkriy豆はS豆dhyatvaの邦とsiddhatva

の粕をもち, dhえtuによっては前者の粕で,動作態(bh丘va)を表示するgha丘等

のkTt接辞によっては後者の相で表示される〔cf. Vbh., VbhS., k. 14〕O従って

kriy云vi貞esanaにおいて, vi嘉e寧yaS豆mえn云dhikarany年はdh豆tuあるいはgha血-

nta等との同一指示性の問題としてとらえられる。

dh云tuは因果関係で結びついたphalaとvy云p云raを意味する〔LM 531: phal豆I

nuk缶Io yatnasahito vy云paro dhえtvarthah〕占さらにこの観点からPI. 4. 49は次のよ

うに解釈される。

L岳岳633 : kartr丘svani亨fhavy云p云raprayojyaphalena sambanddhum i亨yan叫am 〔ka-

rma〕. cf. ibid., 631云pti昌C云tra 〔-1. 4. 49〕 sambandhah.

そしてphalaのkarmanに対する関係は一般に(基体性) (丘孟rayaは, vrttit云)で

ある。

LM 1301 : karmatvam kartrgataprakrtadh豆tvarthavy云p云raprayojyavy云pえravyadhi-

karanapha】え岩rayatvena kartur udde孟yatvam 〔i亨yam云na, uddesyatvaはkarman畢定

にとって本質的ではない。 cp. PI. 3. 50〕

2. 2　ところで"pacatiが"pakarhkaroti"に等価であるとするならば,dh五tvartha

としてphalotpattyanuk缶Iavy云paraが導出され得る〔cf. LM 582 : krna utpattivyadhi-

karanas tadanukdavy五p云ro 'rthah〕。 vpacの場合, phalaとしてviklitti (軟化)と

utpatti (生起)を認め得るo LかL viklittiはそれ自身phalaであると同時に

utpattiの基体でもある。こうしてviklittiという　phalaには　phalaの基体とし

てkarman規定が妥当する〔cf. PM ad K誠ik云P4. 4. 28〕。

一方これに対してN丘ge昌aは, utpattiを自立した意味要素として認めない〔LM

543 : phal豆vacchinne vy云p云xe vy云pavacchinne phale ca dh豆は邑血昌aktih〕。この立場で

の　phala自体に対するkarman規定の論理は次のとおりである。
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(31) kriy丘vi孟e亨agaについて(小　川)

L岳岳633 : phalasy五pi vyapade孟ivadbh五vena phalasambandhitv云t karmatvam 〔cf.

LM 1301 : viklittirupapha】asy豆pi vyapade孟ivadbhえvena phal亘るrayatv云t tattvam (-

karmatvam)〕 0

vyapade昌ivadbh丘va　とは,或る事象xが本来的にAの呼称で表示されるに通わ

しいYと同様に扱われるということである〔cf.PS32).従って, phala自体も本

来的にkarmanと呼称されるに通わしいもの,すなわち, phalaが(益体性)の

関係で関係するものと同様にkarman規定を受け得る。

phalaが自己自身に関係する-という時, ~そこにはt云datmya関係が認められる。

t云datra少aは　く基体性)を条件付ける関係ではないが, t盃datmya関係でⅩがⅩ自

身に関係しているということはできるというのが文法学派の考えである〔cf. Ka一

昌ik豆ad VbhS 257 : t云datmyasya vrttyaniy五makatve'pi sambandhitva血tena sa血bhavati〕 0

3.ちなみにkriy瓦vi孟e寧agaの性,数にもこのVi貞甲yaS五m云n云dhikaranyaの論

理によって説明され得るO一般にvi点甲yaと同一指示性の関係にあり,悼,敬

の特定されないVi貞e甲aVaに関し次の規則が成立つ。

Bh. ad PI. 2. 52 : gunavacan豆nam孟abd云n五m邑昌rayato lingavacanani bhavanti.

しかしkriy云vi貞e寧叩aの場合,vi昌e亨yaであるkriy丘は性をもたず,特定の

数も妥当し・ないから(as左ttvarupa),それに対するvi嘉e寧agaには次の規則が適用

される。

A. SK ad PI. 4. 17: s云manye napu血sakam 〔cf. vt∴3 ad PI. 4. 18〕

B. Bh. ad PI. 1. 38 : ekavacanam utsargah karisyate. tasya dvibahvor dvivacanaba-

huvacane b互dhake bhavi亨yatah. ど

こうしてkriy云vi嘉e寧anaに中性と一般単奴(autsargikaikavacana)か正当化さ

れる。

4.ところで, kriya-dhえtvarthaの観点から, vi貞e甲yaS五mえnadhikaranyaの論

理はdh豆tuの他の意味要素であるvyえparaにも当然拡張される〔cf. Vbh., VbhS.,

k. 5 ab : vy亘p豆ro bh互V去n互saivotp云dan且saiva c去kriya〕。 ~N云ge昌aの第三の道がここ

に開かれる。既述のようにkriy盃はS云dhyatvaの相とsiddhatvaの相をもつO

こうしてvi毎yaであるkriy亘すなわちvy云paraの表示の違いに応じて, kri-

y邑vi点e寧aDaは次のように説明される〔cf. LM 1083-84〕o

` ① S豆dhyatva : mandam gacchati 〔Vgani-samyog豆nuk缶Iavy云pえra〕 -Vy盃p盃ra

にphalaの基体としてのkarman規定は妥当しないから,P2. 3.46により(manda)

にpratham豆が導入される。性,数に関しては　A, Bが適用される〔cp・云sik丘
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kriy豆vi菖e亨apaについて(小　川) (32)

asyante (Uddyota on P3. 1. 97) : tinv云cyabh云vavi点e菅叩a "asik軸" -N. sg. fOo

③ siddhatva:岩obhanati画ah-この場合もpP占. 3. 46により(云obhana)に

pratham互が正当化される。性に関してはIing云nu串sana: ghanabantahに従って

(paka)は男性であるから,一般規則により男性である。数もまた一般規則に従

う〔cf. Bh. ad P2. 2. 19: krdabhihito bh亘vo dravyavad bhavati〕。尚,gha員antaの場

合にも, vi昌e亨yaがphalaであるならば, "stムkariipakah"というようにdvitly丘

が正当化される〔cf. LSS 756〕。

このようにNage菖aは彼のdh云tvartha論に則・り　vI嘉e寧yas五m邑n豆dhikaranya

の論理によって, kriy瓦vi占e寧anaにprathamantaとr/ての解釈の道を開いたの

であるo N云ge嘉aにおいてkriy.云vi毎apaは, vi毎yaであるkriy.点がphala一に

同定されるときdvitiy云ntaであり,さらにそれがvy云p云ra　に同定されるとき

pratham云ntaであるテK

注　勿論,両vibhaktyanta以外の解釈が可能であるとするならば,そこに異なった

dh云tvartha論が想定されなければならないことは言うまでもない` 〔cf. tft ly云nta:

jyotisfomena yajati-Mim云msaka〕o Lかしその場合にもvi貞esyas五m丘n盃dhikaranya

の論理を蹄み外すことはできない。

(広島大学助手)
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